
、



1期漸化式で与えられた数列の極限 ③ 繰 り 返 し 用 い て .
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② Iam，_の1 E r Ian_の1 となる ・閉区間［a,h］で連続
・開区間（a.h） で微分可能

☆ ことが難しい.." →前回 ならば、

flatter=f(c）， a < C < b｛・平均値の定
理、今回 b e a
な ど を満たす実数cが存在する。



※ イメージ g(x）=fix）-X
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↳増減を調べること、：
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Cは1つとは限らない。 さらに、 l imx→、g8分=g
f(b）-f(a）とh_aのペアに反応する！
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1解朝 g(x）は連続関数であるので、
（ I) y = f cos×とy=Xの共有点として眺めると、 GM = 0 . つまりf(x）=Xはただ1つの
グラフでほぼ明らか. 実数解を持っ.
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（2） d は 何 か → f k）二人 を満たすもの. If(x）-fK）| = |f'（c）| | x-X I
つまり示したいの は （i）より f k）=d な ので .
IH x t f ke ) I E f l I f I となる

↳ d I f(x）-x| = I fi

❤

| | x - x | - . -の
平均値の定理が見える！ 一こまの評価！

→ 前提条件を確認！
ここで . f'（c）=一f s i n c より

f(x） について、 任意の点について連続 If'（c）| E E となり . Dより

が微分
可能で
ある。
→条件
匇

If(x）-x| < f |X-XI が示される。
☆ が X の と き は 平均値の定理使えない
（x<c<Xなどが言えない） →場合分け . I t C は よくわから ないものの、 fと

❤

は
評価できる！！

（i) Xキメのとき . 平均値の定理から （ii) X二人のとき.示したい不等式の両辺は0に
f ( x）- fk） = f'（c） （×_×） と なるので、 不等式は 成立する。
満たす C が メ と メ の間一一に存在する。 以上（i）（i）より、
両辺絶対値を とって If(x）-x| E f | x-x | は成立する。 肉



（3） 突然、解けない漸化式が出て きた！ （2） より、 X=Anとして
Am、 = f ( a n ) If(an）-x| E Elan-x| が成り立つ。
→ （1）（2）がヒントになっているはず 題意より Anti=f(an）なので、

まずは流れにそって あたりを つける . I Ant i - x | E EYa n d I .
グラフの イメージは これを繰り返し用いると.
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←

E1がla.一の1=一（i）なさ
yf(x） ここで fg -G）に「d = 0 か）-→0そして、

1anti-x| E r |and I （0Erい）と o f lawの1 より、 はさみうちの原理から
いう形を作りたい.

fig landに0、 つまり1 発
→ I f Ian）-d1 E r l a n d I
→ （2）で作った！ にもなのでok！ が示される。 囮


